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平成２０年３月期中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成 19 年 5 月 18 日付当社「平成 19 年 3 月期決算短信」

にて発表いたしました平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日）の

中間業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせします。 
 

記 
 

１． 平成 20 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 19年 4月 1日～平成 19 年 9月 30 日） 

                                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益

前 回 予 想 （ Ａ ） ３７，５００ △１７５ △２１０ △１９０

今 回 修 正 （ Ｂ ） ３８，４０７ △２５２ △１９５ △１０１

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ９０７ △７７ １５ ８９

増  減  率  ( ％ ) ２.４％ － － － 

（ご参考）前中間期実績 

（平成 19年 3 月期中間）  ３６，６８５ ８７２

 

９５２ ５０２

 

（上記修正理由） 

① 売上高は、化成品事業を中心に概ね堅調に推移した結果、前回予想を 2.4％上回る 384 億

7 百万円となる見込みです。 

② 営業損失につきましては、化成品事業の単体ベースでの包装部門等は増益となりましたが、

同事業の関係会社における減益等により、前回予想比で 77 百万円減益の 2 億 52 百万円と

なる見込みであります。 

③ 経常損失につきましては、営業外収支の好転により前回予想比で 15 百万円収支は改善し 

1 億 95 百万円となる見込みであります。 

④ 中間純損失につきましても、経常損失の赤字幅縮小に加え、法人税等の負担軽減等により、

89 百万円収支は改善し 1 億 1百万円となる見込みです。 

 



２．平成 20 年 3 月期中間個別業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1日～平成 19年 9 月 30 日） 

                                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益

前 回 予 想 （ Ａ ） ２８，２００ △３２５ △３１５ △２３５

今 回 修 正 （ Ｂ ） ２９，１９４ △３０７ △２４１ △１４６

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ９９４ １８ ７４ ８９

増  減  率  ( ％ ) ３.５％ － － － 

（ご参考）前中間期実績 

（平成 19年 3 月期中間）  ２７，８１４ ７６０

 

８５５ ５２１

 
（上記修正理由） 

① 売上高は包装部門並びに機能材料部門等で堅調に推移した結果、前回予想を 3.5％上回る

実績となる見込みです。  

② 営業損失につきましては、機能材料部門の減益等ありましたが、包装部門での増益、一般

管理費の削減等により、前回予想比で 18 百万円収支は改善し 3億 7百万円となる見込みで

あります。 

③ 経常損失は、営業損失での赤字幅縮小に加え受取保険配当金の増加など営業外収支の好転

等の影響もあり、前回予想比で 74 百万円収支は改善し 2 億 41 百万円となる見込みであり

ます。 

④ 中間純損失につきましては、経常損失の赤字幅縮小の影響を受けて前回予想比で 89 百万

円収支は改善し 1億 46 百万円となる見込みであります。 

 

 

尚、通期の業績予想につきましては、平成 19 年 5月 18 日付当社「平成 19 年 3月期決算短信」

にて発表した数値が見込まれます。 

 

注）上記に記載した予想数値は現時点で入手可能な情報に基づいて算出しており、実際の決算

とは異なる可能性があります。            

 以上 


